
のぞみつなぐ鉄道絵画展は、山口県、島根県で

鉄道とゆかりのある場所で、開催しております。

いまから10年前に、山口県下松市で

保存されているD51592蒸気機関車の保存会を立ち上げ、

初イベントを開催したときに、徳原望

（とくはらのぞみ）さんの所属する周南あけぼの園に

作品の製作依頼をしたことが、

のぞみさんとのコラボの始まりです。

いま日本のローカル鉄道は、とても厳しい

状況が続いています。のぞみさんの作品は、とても明るく、

みんなに元気をあたえます。

絵画展は、ローカル鉄道に関心をもってもらい

身近な鉄道、公共交通の応援につなげたいと

思い開催しております。

みんなののぞみをつなぐ

この作品をみたみなさんののぞみがかないますように

ちなみに、山口県下松（くだまつ）市は、

多くののぞみが生まれる新幹線が生まれるまちです。

笠戸島公民館での開催は、D51592スケッチ大会作品展との

同時開催です。

錦川鉄道車内ギャラリーにて展示が終了したものから2回に分けて

展示する予定です。お問い合わせ 笠戸島D51592を燦かせる会

奈良山０８０－３８７７－７５５２

のぞみつなぐ鉄道絵画展

D51592スケッチ大会作品展について


	スライド 1: のぞみつなぐ鉄道絵画展 　　　 D51592スケッチ大会作品展について

